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東京から移住され明野に新居を構え、庭造りに着手したI様。

植木祭りにお越しいただき、アオハダ、アオダモ、

モミジの3本を自分たちで植える！と張り切って頑張って植えました！

アオハダがクレーンでないと少々大変な大きさでしたが、お昼から

夕方暗くなるまでご夫婦で頑張って植えこみました！

そうはいっても…と思ったのか専務は16：00に仕事が終えると早々と

道具を軽トラに乗せて帰って行ったのでみんな「？」でしたが、

心配になり様子を見に行かれたそうです。

ちょうど最後の大物１本アオハダの植え込みに仕掛るところで、ヘトヘトのご夫婦を見て「よく頑張った、

さ、これだけ手伝うからやりましょう！」と。切株が邪魔ということでしたがそんなことは無く「活かして土盛りに

すれば残土も捨てず 雰囲気も出る」とアドバイスをして綺麗にかっこよく決まりました！

自分たちで植える ということは大変な事かもしれませんが 思い入れも深くなりますし、やはり「TRY」するという

ことは素晴らしいことです！ ※お写真提供 I様

造園通信月号

Free

News Paper⓫ 造園通信 秋の植木祭りが終り、年末に向けて剪定作業の時期となりました。剪定は、秋から冬にかけて剪定作業が

最も盛んなシーズンとされています。その理由は、気温が下がり植物の活動が最も低下するからです。

その為、樹木へのダメージもなく枝の切除に適しているのです。小枝など切除し形を整える程度の弱剪定

はもちろんのこと、太い枝や幹を大きく切り下げる強剪定にも適しているのが冬季です。冬に葉が落ちた

落葉樹は、幹や枝の姿がはっきりと見て取れるので、冬季に樹木の剪定を行うことが、樹形を整えるため

にも最も適しています。剪定でお庭の管理を行う中で、最も重要な作業はこの「樹木の剪定」です

移住されてきて間もないそうで、マサキの生垣が

放置されていました。虫食いもありグシャグシャでしたが

生垣を綺麗に作り直しました。

ついでに玄関前にもアオダモとゴロタ石を設置し雰囲気

が明るくなりました！「温泉を掘るのが夢」とのことで

これから楽しみが沢山ですね！是非 山梨での暮らしを

お楽しみくださいね！

～お庭ご紹介～

【剪定作業】
武藤様/市川様/

横内様/三井様

輿石様/小沢様

/土屋様/植松様
お待たせしております。

順次お伺いさせていただきます

北杜市M様邸

Befor

After

甲斐市M様邸

甲斐市 M様邸
シンボルツリーが枯れてしまった‥と、今回はシマトネリコの植え込みのご

依頼を頂きました！芝ベースに1本高木。シンプルながらも庭木1つの有難みを

感じます。涼し気で良いですね。

甲府市 Ｕ様

新築のご自宅です。玄関前にアオダモを植栽

させていただきました。高さで悩まれていま

したが、いかがでしたか？

やはりこれくらいあるとインパクトが出て良

いですね！樹形も社⾧専務一押しの

「自然樹形」何とも言えません

【造園/植栽の予定】
甲斐市坂口様

甲府市中西様

甲斐市大沼塗装店様

１１月の予定

北杜市M様邸

別荘地にお住いのお客様です。今回は

お庭のお手入れも兼ねて、アオハダ、

アオダモ、モミジなどを植栽させてい

ただきました。既存のアオダモは隣接

する林の木が倒されて日差しが強く

入るようになって少々元気がありませ

んでした。環境の変化で庭木の健康

状態が変わりますのでご注意くださ

いね！

自宅のシンボルツリーで

あったヤマボウシが枯れて

しまって紅葉が見事だった

からに残念と、代わりの

庭木を探しに来てくれました。

同じヤマボウシと悩まれてい

ましたが今回はヒメシャラ

に変更し、植栽させて

いただきました。

ヒメシャラ

シマトネリコ

アオダモ

甲斐市 O様邸

常連のお客様です。

お庭は雑木

林風の見事なお庭で本当

に素敵です。今回はモミジ

が枯れてしまって玄関前が

寂しくなってしまったので

アオダモを植栽しました！

風情があって良いですね！

ご家族やお客様をアオダモが

迎えてくれます。

アオダモ

アオダモ

Befor After

Befor

After

Befor

After

「祇園精舎の鐘の音、諸行無常の響

きあり、沙羅双樹の花の色…」

平家物語にも出てくる古くから

愛される木です。

Befor
After

甲斐市O様邸

アオダモとモミジ、常緑ヤマボウシを植栽されていましたが、

なんかパッとしない…目隠し的なものも欲しいとのことでご相談いただきました。

予算もあるので既存の庭木も使いながらリガーデンをしましょう！ということで

土盛りや流木を使ってガラッとイメチェンです★

シンボルツリーに高木のアオダモを迎えお庭が締まりました！
この時期になると、普段も活発な社⾧にさらにターボがかかります。「きのこ」です。

見てくださいこのきのこ。採る人はわかると思いますが、この量を短時間で採ることは

中々できません。しかしさすがプロです。毎日毎日この量。山に入るとピタっと足止め「匂いがする」…

この次元になるまでに努力されたかと思いますが…皆さんキノコというと「松茸」と言いますが社⾧は松茸

なんて別に…という感じです。社⾧が採るキノコは幻のキノコがあり「一生に1度採れるかどうか」というも

のもあります。従業員にあげたり優しいんですよ★先日 うちの従業員が「キノコ採りに行ってきました！」

と。「でキノコは？」と聞くと「さっき下で社⾧とすれ違ったので食べれるキノコか見てもらったんですが

全部捨てられました」（笑）

キノコは難しいです。

庭木レイアウトの基本
庭木をレイアウトする際の基本は、「三角構図」をつくる

こと。木と木を結んだ線が不等辺三角形になるように配置

すると、庭に立体感が生まれます。三角構図を使えば、

自然に近いナチュラルガーデンや雑木林風の庭を簡単に演出

できるでしょう。

境界線に合わせて配置する生垣など「列植」させた方が

キレイにおさまる場合もあります

四季の変化を楽しめる植栽計画は、

居心地のよい庭を演出するために取り入れたいポイントです。春は新緑、夏に咲く花、秋は紅葉、
①季節感を取り入れた植栽計画

冬には枝ぶりなど、季節ごとに変化する庭を楽しめます。大きな木だけでなく、低木や草花と組み合わせる方法もおすすめ。

樹木の移植は難しい場合が多いですが、草花は気軽に植え替えができるため、毎年新しい雰囲気を演出することもできるでしょう。

②全体のバランス考える
庭全体のバランスをとるためには、色彩や樹木の高低を意識した配置が大切。庭木が大きくなった

時に十分なスペースがあるのかがメンテナンスのしやすさにもつながっていきます。
また、空間にメリハリをつけるために、まずは各植栽エリアごとに主役となる樹木を決めます。そして、周りを低木や草花を添える

ように植えると、庭全体のバランスを取りやすくなります。

目隠しとして庭木を活用すれば、プライバシーを守りながら見た目にも優しい庭を演出できます。

玄関前やリビング前などに樹木を植えることで、外からの視線を遮りつつ、自然な印象のある
③目隠し×庭木で安くてお洒落に

おしゃれな空間にできるでしょう。例えば、道路境界はフェンスだけで目隠しをする場合には工事費が高額になる場合があります。

境界は簡易的なフェンスやブロックで示しつつ、目隠しには植栽を活用することで、安くておしゃれな庭づくりを実現できます。

④庭木とエクステリアの優先順位 庭木のレイアウトは、実はプロの中でも考え方が異なることも。

例えば、玄関前にシンボルツリーを配置する場合で考える例は、以下の2パターンがあります。

庭木を配置してから玄関アプローチをレイアウトする

玄関アプローチを配置してから空いたスペースに植栽を入れる

レイアウトに迷う場合は、2通りの方法で庭木の配置を考えていきましょう。

1.まずは歩く動線を描いてみる

2.三角構図で庭木を配置してみる

3.ストレスがないレイアウトを探る

4.プロにプラン依頼をすることも検討する

✓優先順位に迷ったら


